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１．河川環境整備事業（利用推進）の概要１．河川環境整備事業（利用推進）の概要

＜３つの事業区分＞

　　●水環境事業●水環境事業 ・・・・ ・・・・ ・・健全な水環境系の構築・・健全な水環境系の構築

（水質・水量の改善）（水質・水量の改善）

●自然再生事業・・●自然再生事業・・ ・・・・ ・・良好な自然環境の保全・再生・・良好な自然環境の保全・再生

（動植物の生息・生育環境、河川景観等の保全・再生）（動植物の生息・生育環境、河川景観等の保全・再生）

●河川利用推進事業●河川利用推進事業 ・・人と河川の豊かなふれあいの場の確保・・人と河川の豊かなふれあいの場の確保

（河川空間の親水性・利便性向上等のための地域と一体と（河川空間の親水性・利便性向上等のための地域と一体と

　　　　　　　　　　　　　　　　　なった親水護岸や散策路等の整備）　　　　　　　　　　　　　　　　　なった親水護岸や散策路等の整備）

●●河川環境整備事業河川環境整備事業
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●●河川利用推進事業の概要①（主な施設）河川利用推進事業の概要①（主な施設）

親水性の向上親水性の向上

利便性の向上利便性の向上

ワンド 親水護岸

散策道 緩傾斜スロープ・階段
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　事業実施にあたっては、現存する自然環境や景観等に配慮しつつ、地元事業実施にあたっては、現存する自然環境や景観等に配慮しつつ、地元

自治体や住民等地域との連携を図りながら取り組んでいます。自治体や住民等地域との連携を図りながら取り組んでいます。

・自治体による河川敷の利用や隣接地でのスポーツ・レクレーション施設、

　公園・緑地整備に合わせて一体的な整備を図ります。

・整備後の管理・運営については、自治体や地域住民が主体となって実施
　します。

河川管理者河川管理者 自治体自治体

自治体のグランド・公園整備と一体的に整備した事例

鬼石町・浄法寺地区（神流川）

地域住民地域住民

高水敷整正、階段工等
の基盤整備

整備完成後の運営・管理の
サポート

グランド、公園、児童遊具
等整備及び管理・運営

●●河川利用推進事業の概要②（地域との連携）河川利用推進事業の概要②（地域との連携）
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流路延長：　烏川　約６２km、神流川　約８７㎞　

流域面積：　約１，８００km2

流域市町村：　２５市町村

流域内人口：　約６２万人（H15住基台帳より）

２．流域の概要２．流域の概要

群馬県

烏　川烏　川

碓氷川
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烏・神流川流域図烏・神流川流域図

利利
根根

　川　川

高崎

三国山
（1,830m）

鼻曲山
（1,654m）

・流域の約８割は山地。

・中・上流部には多くの自然や景勝地があり、

　巨石で有名な三波石峡は天然記念物に指定。

・烏川の下流部は高崎市街地を貫流。

三波石渓（神流川）

三
波
石
峡
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３．烏・神流川の概要３．烏・神流川の概要

利根川

・低水路内は河道が蛇行し、砂州が形成

・高水敷はグランド、ゴルフ場、農耕地として広く利用され

　ており、未利用地では植生・樹林が繁茂している

・高崎地区の自然豊かな憩いの場として重要な役割を担う

神流川

烏　川

市町界

県　境

高崎市

鬼石町

藤岡市

新町

神川町

上里町

玉村町

群馬県

埼玉県
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４．烏・神流川の河川環境４．烏・神流川の河川環境

烏川（藤岡市立石） 神流川（藤岡市本郷）

神流川（神川町小浜）

烏・神流川に暮らす生物たち烏・神流川に暮らす生物たち

オイカワ

チョウサギ
カワセミ

アオハダトンボ

オギ群落
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５．河川利用の実態５．河川利用の実態

公園
３％

グランド
４４％

未利用地
４７％

その他４％ 農耕地２％

高水敷の利用形態（烏・神流川合計）

・高水敷の約４４％がグランド

・地域でのスポーツ・レクリェーション等の拠点

　として多くの人が利用。

・反面、水遊びつり等の水辺利用は少ない傾向

烏川緑地公園（高崎市）
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烏・神流川空間利用状況（水辺の国勢調査）

散策等

水遊び

釣り

スポーツ

190190万人万人

140140万人万人 138138万人万人
157157万人万人

浄法寺スポーツ公園（鬼石町）

H１５河川台帳より
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●烏川・神流川では、河川空間の保全と利用を適正に行っていくため、●烏川・神流川では、河川空間の保全と利用を適正に行っていくため、

　「烏川・神流川区域空間管理計画」を策定し、下記のとおり河川空間　「烏川・神流川区域空間管理計画」を策定し、下記のとおり河川空間

　区分を設定。　区分を設定。

（河川空間区分）（河川空間区分）

１．自然ゾーン
　あるがままの自然を保全し、ふれあう場

２．自然利用ゾーン
　流域の自然環境や景観に配慮した、自然指向の利用の場

３．整備ゾーン
　高水敷や河岸を利用した各種レクレーション・スポーツ活動の場

６．烏川・神流川区域空間管理計画６．烏川・神流川区域空間管理計画
９



烏川・神流川区域　河川空間配置計画

埼玉県

整備ゾーン

自然利用ゾーン

自然ゾーン

凡　例

利根川

　　　↑

　　神

　流

川

高崎市

上里町

玉村町

市町界

県　境

群馬県

烏　川　→

３

利　根　川　→

高崎市

鬼石町

藤岡市

新町

神川町

上里町

玉村町群馬県

埼玉県
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７．河川利用に対する沿川住民の声７．河川利用に対する沿川住民の声

●●草木が繁茂し、人が立ち入りづらく、水辺まで近づけない箇所が多い。草木が繁茂し、人が立ち入りづらく、水辺まで近づけない箇所が多い。

・昔に比べて、川にほとんどいかなくなった。

・水はきれいになったが、河川敷は荒れている。

●●手軽に水辺とふれあえるポイント（拠点）がほとんどない。手軽に水辺とふれあえるポイント（拠点）がほとんどない。

・人が川と親しめる環境が欲しい。

・川で活動できる環境・施設が欲しい。

・ボート遊びや川で泳げる工夫がほしい。

高水敷に草木が茂っているため河岸まで近づきづらい（神流川）

＜アンケート結果より抜粋＞

手軽に水辺とふれあえる
ポイントが少ない（神流川）
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８．烏・神流川環境整備事業箇所８．烏・神流川環境整備事業箇所

埼玉
県

利根川

神
流
川

高松（高崎市）

本郷（藤岡市）
小浜（神川町）

上里町

玉村町

市町界
県　境

群馬県

３

５

烏　川　

注）Ⅰ期は完了済

２

凡　　例

黒：実施済み

赤：事業中

緑：H17以降事業予定 浄法寺（鬼石町）１

新町
（新町）４

埼玉県

高崎市

神川町

鬼石町

藤岡市

No. 河川名 地区名 市町村 事業年度 整備内容 事業費 関連事業

① 神流川 浄法寺 群馬県鬼石町 Ｈ７～Ｈ１０
高水敷整正
親水護岸

約２．５億円 浄法寺スポーツ公園

② 神流川 小浜 埼玉県神川町
Ｈ１０～Ｈ１２
H１７～Ｈ１８

Ⅰ期：親水護岸
Ⅱ期：緩傾斜ｽﾛｰﾌﾟ
　　　　散策路

約４．０億円
神川町スポーツ公園
埼玉県神川温泉保養センター

③ 烏川 高松 群馬県高崎市 Ｈ１２～Ｈ１６ 親水護岸 約３．５億円
高崎市リバーサイド公園整備
（多目的公園）

④ 烏川 新町 群馬県新町 Ｈ２１～Ｈ２５
緩傾斜ｽﾛｰﾌﾟ
散策路
親水護岸

約４．４億円 新町多目的河川公園

⑤ 神流川 本郷 群馬県藤岡市 H１９～Ｈ２０
緩傾斜ｽﾛｰﾌﾟ
散策路
ワンド

約１．５億円 水辺の楽校プロジェクト
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９．整備事例①　鬼石町浄法寺地区（神流川）９．整備事例①　鬼石町浄法寺地区（神流川）

整備後

観客席に利用できる階段型親水護岸

高水敷の整正

グランド利用状況

浄法寺ｽﾎﾟｰﾂ公園

（鬼石町整備）

１３



神川町ｽﾎﾟｰﾂ公園

（神川町整備）

神川温泉保養センター

（埼玉県整備）

神
流
川

草木が繁茂し、水辺まで
近づけない

整備前

水衝部のため段差が
ありクリーク状態

整備前

　整備事例②　神川町小浜地区（神流川）　整備事例②　神川町小浜地区（神流川）

整備ｲﾒｰｼﾞ

散策道

整備後

車イスやベビーカー利用者に
負担の少ない緩傾斜スロープ

整備ｲﾒｰｼﾞ

現地巨石を利用した護岸

１４



　整備予定箇所③④⑤　　整備予定箇所③④⑤　

烏
川 烏

川

神
流
川

③高松地区（烏川） ④新町地区（烏川）

⑤本郷地区（神流川）

親水護岸

緩傾斜ｽﾛｰﾌﾟ
散策路

緩傾斜ｽﾛｰﾌﾟ
散策路

ワンド

高崎市ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ公園整備

新町多目的公園整備

水辺の楽校ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

親水護岸

美九里東小学校

文
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１０．費用対効果分析１０．費用対効果分析

便益の算定条件便益の算定条件

①　計測手法　　CVM（仮想評価法）による負担金の支払い意志額
②　アンケートの内容

　　「烏・神流川において、地元自治体と共同で５箇所の水辺交流拠点を「烏・神流川において、地元自治体と共同で５箇所の水辺交流拠点を

　整備するにあたり、水辺利用を推進するための親水施設やスロープ、散　整備するにあたり、水辺利用を推進するための親水施設やスロープ、散

　策路等の施設整備に対して、１世帯あたり１ヶ月いくら負担できますか。」　策路等の施設整備に対して、１世帯あたり１ヶ月いくら負担できますか。」

③　集計世帯数

　　管内流域７市町２，０００世帯（全体１５４，１４１世帯）

　　うち有効回答数　６９０世帯（約３５％）

効用額　＝　１５１円／月／世帯

１６



　　費用対効果分析（結果）　　費用対効果分析（結果）

①　利便性・安全性の向上

総便益　　　　　　　　　　　　　　　　約５４．４億円

費用便益費

②　環境教育・自然体験活動の推進支援

③　地域振興・活性化支援

総費用　　　　　　　　　　　　　　　　約１７．５億円

５箇所の整備費用（維持管理費含む）

総便益／総費用　＝　５４．４億円／１７．５億円総便益／総費用　＝　５４．４億円／１７．５億円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ≒　３．１０≒　３．１０

④　水辺や自然とのふれあう機会の充実

⑤　景観の向上

⑥　ゴミの不法投棄の抑止

１７



１１．コスト縮減に向けた取り組み１１．コスト縮減に向けた取り組み

　・かごマット工法や巨石工の採用など、現地採取可能な材料を有効に活用し

　　コスト縮減を図ります。

　・さらに、今後は間伐材の積極的な有効活用を図ります。

かごマット施工事例（烏川） 巨石護岸施工事例（神流川）

１８



１２．今後の対応方針（原案）１２．今後の対応方針（原案）

①　事業の必要性の視点

　　烏・神流川では、誰もが安心して水辺や豊かな自然とふれあえるよう、

　水辺アクセスの改善やふれあいの場の創出など強く求められています。

②　事業進捗見込みの視点

　　５箇所の整備予定箇所のうち２箇所は完成済みであり、事業は順調に

　進んでいます。

　　本事業の進捗に当たっては、特段支障はない特段支障はないものと考えられます。

③　対応方針（原案）

　・本事業は継続が妥当継続が妥当と考えています。

　・平成２５年度の事業完了に向けて、群馬県、埼玉県及び沿川市町と連

　携を図るとともに、地域住民との交流を図りながら引き続き事業を推進

　していきます。
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